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エネルギー･
環境

･電力会社
･ガス会社
･資源企業
 (石化･鉄鋼 他)

･ＧＴＣＣ
･大型火力発電
･原子力

･環境プラント
･化学プラント

機械･設備
システム

･基礎産業
 (鉄鋼他)
･自動車
･流通　他

･定置用エンジン
･コンプレッサ
･製鉄機械
･搬送システム

･ターボ
 チャージャ
･フォークリフト
･エンジン

･空調機器
･工作機械

交通･輸送
･エアライン(空)
･海運業(海)
･鉄道(陸)　他

･商船 ･交通システム ･民間航空機

防衛･宇宙
･防衛省
 (陸･海･空)
･ＪＡＸＡ

･艦艇
･防衛航空機
･ミサイル
･宇宙機器

･特殊車両

事業
ドメイン 船舶･海洋

セグメント

原動機 機械･鉄構 航空･宇宙 汎用機･特車
その他

(冷熱･工機)

顧客･市場

汎用機・特車事業本部と事業ドメインとの関係

・ターボ
・エンジン
・フォーク

・特殊車両
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1. 事業概要

 
製品ラインナップ

30%

11%

31%

9%
19%

連結
売上高

3,817億円

ターボ
その他

特殊車両

フォークリフト
　　　物流機器

エンジン

【主要製品】

ターボチャージャ

ディーゼル車用 ガソリン車用

フォークリフト（物流機器）

電気車

エンジン

 

(産業用･発電用･舶用)

ディーゼル

 
～3,800ｋＷ

【2011年度売上高構成】

-

 
社会のインフラ整備およびエネルギー・環境分野で貢献

 
-

ガスコージェネシステム

 
210～1,000kW

Intelligent Technology for Vehicles & Energies

特殊車両

10式戦車

エンジン車
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1. 事業概要

 
業績推移

(億円)

▲232

▲13

▲166

100

260

4,327 3,9003,817
3,430

2,868

2014年

生産性向上，海外調達の促進などのコスト削減と

固締まり体質の強化により4年ぶりの黒字化を達成

営業損益

売上

2008年 2009年 2010年

固締まり・基礎作りの2年 利益を大きく伸ばす2年

再生計画

2012年2011年
Q-jump12

35
51

2013年

計画実績
4,300
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2. 汎特・相製再生計画

 
2011年度黒字化達成の要因

各種改善活動の結果，2010年度比200億円以上の損益改善を達成

営業損益

（億円）

2010年

2011年

▲166

35

為替
売上増

機種
統合

生産性向上
資材費低減
海外調達増

組織
合理化

その他
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3. Q-jump 12

 
方針・施策

Q-jump 12

方針

汎特・相製再生計画（Q-jump12）を確実に実行する

固締まり体質の実現

サービス事業の強化

グローバル事業の強化（開発、生産、営業、調達）

Q-jump12：Quality management system, Quick, 

Quantum-jump(飛躍的進歩)。12は2012年度を表す。



© 2012 MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 8

3. Q-jump12

 
グローバル事業の強化

【欧州・中東】

ＭＥＥ

ＭＣＦＥ

ＭＥA

ＭＨＩＥＳ－ＭＥ

Ｒｏｃｌａ

ｵﾗﾝﾀﾞ

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ

ﾌﾗﾝｽ

ＵＡＥ
ＭＨＩＥＳ－Ｈ

ＭＨＩＥＳ－ＳＺ

ＭＣＦＣ

ＳＭＴＣ

ＭＴＥＣ

ＭＦＤ

ＭＰＭ

ＭＨＩＥＳ－Ａ

ＭＶＤＥ

ＭＴＡ

ＭＣＦＳ

ＭＨＩＥＳ－Ｉ

ＭＨＩＥＳ－Ｖ

ＭＨＩＥＳ－Ｐ

インド

タイ

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

ﾍﾞﾄﾅﾑ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

ＭＥＮＡ

ＭＣＦＡ

ＭSＡ

【アジア】

【米州】【中国】

上海

大連

香港

深圳

シカゴ

ﾋｭｰｽﾄﾝ

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・他

ターボチャージャ

エンジン

◎

◎

◎

◎

◎：地域統括会社

海外拠点をフル活用し，グローバル事業強化を推進
（需要増加対応・為替リスク低減・生産体制効率化）

ＭＥＳＡ

ｾﾈｶﾞﾙ
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開発・・・高効率，高信頼性ターボの開発

営業・・・顧客密着型モデルの実現

生産・・・グローバル生産体制の構築

【方針】

3. Q-jump12 ターボチャージャ

開発

シミュレーション技術を駆使し，

 

ホットマップを

整備しエンジン開発時間を短縮

２ステージターボ，電動コンプレッサの

開発を他社に先駆け実施

１０００万台体制を構築し，トップシェア（30%）を目指す

ｴﾝｼﾞﾝ排気量（L）

出
力

80kw/L

75kw/L

70kw/L

85kw/L

エンジン出力/排気量

ﾎｯﾄﾏｯﾌﾟ

432

ﾎﾟﾙｼｪ

BMW

ﾌﾟｼﾞｮｰ

ﾌｫｰﾄﾞ

VW

ホットマップ：顧客エンジン仕様にマッチするターボ仕様を，
シミュレーションにより予測可能にする手法

【ホットマップ】

Porsche Panamera
550馬力

 

V8-

 

4.8ℓ

 

ガソリン
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顧客ﾆｰｽﾞにﾏｯﾁしたﾀｰﾎﾞを素早く提案し、
開発段階から参画して受注拡大

【顧客近傍での密着型開発ｻﾎﾟｰﾄ】

MHI
・ベースとなる基礎開発
・高機能単体試験設備増強

MEE（第二の開発拠点）

・欧州向先設計業務
・開発業務の一部をMEEで分担

・客先エンジン試験設備増強

インドTCS ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

 
MTS

＜ｲﾝﾄﾞ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝのｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ社を活用し、即対応＞

MEEｴﾝｼﾞﾝﾍﾞﾝﾁ

現試験ﾍﾞﾝﾁ

単体1+ｴﾝｼﾞﾝ2

新規ﾍﾞﾝﾁ

単体1+ｴﾝｼﾞﾝ1

増設ｴﾘｱ

【欧州・日本・ｱｼﾞｱの時差を利用した素早い提案】

3. Q-jump12

 
ターボチャージャ

TCS：Tata Consultancy Services 

MTS：MHI Technical Services Corp.
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最大市場である欧州で顧客密着モデル構築

⇒開発段階からの顧客サポート強化

⇒MEE(欧州ターボ生産拠点)に設計担当者を

配置し，顧客近傍での生産・サービス拡充

営業

生産

3. Q-jump12

 
ターボチャージャ

30%

25%
22%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2012年 2014年 2016年

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

（万台）

【汎特販売数とシェア推移】【2016年グローバル生産体制(1,000万台)】

1,000

受注
確定

有望

商談中

（万台）

米国

450

200

75
35

140 100
日本

韓国タイ

オランダ

中国

【MEE (MHI Equipment Europe)】
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3. Q-jump12

 
エンジン

エネルギー需要の変革に対応し，単体売りから発電システム売りへシフト

【方針】

開発・・・高効率ガスエンジン発電機の開発及び，コンテナ型ガス発電機の開発

営業・・・中国分散型電源需要の積極的な取り込み

日本国内自家発電需要への対応

生産・・・顧客近傍（中国，インド）への生産移管推進

【中大エンジン販売台数推移】

【コンテナ型ガス発電機】

「置くだけ工法」で最短1日で発電可能

新興国市場の鈍化及び，欧州市場等の景気変動に備えた，

損益分岐点引き下げ

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

（台）

欧州

北米

アジア

中南米

7％ 6％

9％

15％
当社シェア

9％

中東・アフリカ

9％ 9％
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3. Q-jump12

 
エンジン

グローバル事業の強化

10 500 500050

L

FR／FD

SB

SA

SH

SR

SU

KU

MAN

UE
SUL

 

ZER

中大型エンジン

メイキ

小型エンジン

SL

SQ

SS

汎特生産エンジンレンジ

【上海ディーゼルとの調印式】

MVDE生産能力増強

インド進出中の日系・外資系

 
建機メーカーからの受注に

 
対応する為，生産能力の増

 
強を行なう。

【MVDE：インドエンジン生産拠点】

中国上海ディーゼルとの
合弁会社設立

中国分散電源政策に対応
する為，上海ディーゼルとの
合弁会社を設立し，中大型
エンジンの現地生産を行なう。

小型エンジン

中大型エンジン

（kW）

http://www.mhi.co.jp/gsh/frame133-3.htm
http://www.mhi.co.jp/gsh/pict1323.htm
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3. Q-jump12

 
フォークリフト

市場環境

エンジン車：市場は欧米から新興国へ大きくシフト

電気車

 

：市場の５割以上を占める欧州で

今後も物流量増加に伴い、需要は増加

販売台数・シェア推移

電気化を進め，グローバル協業体制とサービス事業を強化

生産体制の再編による固締まり体質構築

【ハイブリッド車】

【電気車】

【方針】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

7％ 7％

欧州

北米

アジア

（台）

中南米

中東・
アフリカ

6％ 6％

10％当社シェア

7％
6％
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3. Q-jump12

 
フォークリフト

電気車強化

サービス事業

本格進出

高容量の当社製リチウムイオン電池を搭載

欧州事業を屋内物流機器のフィンランド拠点へ集中

鉛電池搭載ターレを当社製Liイオン電池に換装

北米サービス事業（※ＲＰＩ）の強みをグローバル展開

直販モデルの拡大で，顧客との接点拡大

※

 

RPI：Rapidparts

 

Inc. （アメリカ）

 

・・・フォークリフト用の部品販売・サービス会社

生産体制の

再編

グローバル生産を６→４拠点へ

ビジネスモデルの変革

相模原，オランダ生産拠点を完全移管
協業先との生産分担でコスト競争力を強化
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防衛事業基盤の維持強化

防衛で培った技術を活用し，防災・セキュリティビジネスに進出

3. Q-jump12

 
特殊車両

【方針】

【開発製品事例】

【遠隔操作F/L】 【10式戦車】

テロ，災害対応を中心として，集中的に受注活動を展開
特車技術を民需に活用すべく，製品開発を推進

【遮蔽型F/L】
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本資料のうち、業績見通しなどに記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、

リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控えください

ますようお願いいたします。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを

ご承知おきください。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対米ドルをはじめと

する円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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